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	家庭ごみの不適正排出対策の今後のあり方について（案）
	１　不適正排出対策を検討するにあたって勘案すべき事項
	さらなるごみの減量・資源化及び適正処理を進めていくためには、市民・事業者・行政が適切に役割を分担し、協働して取り組んでいく必要がある。
	２　不適正排出対策の今後のあり方について
	家庭ごみの不適正排出対策の今後のあり方としては、特に以下の項目について、重点的に取り組んでいく。

